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愛知文教大学人文学部アセスメント・ポリシー 
 
 愛知文教大学では、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーにもとづき、機関（大学）レベル、教育課程（学部・

学科）レベル、科目レベルにおいて、学修成果を多角的に測定・把握して可視化することによって検証し、教育改善に生かします。検証は以下の方法によ

り行ない、検証結果は個人情報保護に十分に留意しながら学生、教職員、関係者および社会に対して公表するとともに、検証結果を活用して PDCA サイク

ルを十分に機能させることにより、教育の内部質保証を実現していきます。 
 
1. 機関（大学）レベル：入試選抜および入学から卒業までの期間における学修成果の達成状況を検証します。 
2. 教育課程（学部・学科）レベル：学部・学科における学修成果の達成状況を検証します。 
3. 科目レベル：個々の科目における学修成果の達成状況を検証します。 
 
A. アセスメントのレベル、方法、指標、三つのポリシーとの関係 

 入学時（アドミッション・ポリシーを満たす人材

であるかどうか） 
在学時（カリキュラム・ポリシーに則って学修

が行なわれているかどうか） 
卒業時・卒業後（ディプロマ・ポリシーを満たす人

材になったかどうか） 

機
関
レ
ベ
ル 

・入学試験［入試広報センター］ 
・調査書等の記載内容［入試広報センター］ 
・面接、志願理由書等［入試広報センター］ 
・新入生に対する意識調査［入試広報センター］ 

・学長昼食会［学生部］ 

・GPA［教務部］ 
・成績状況および単位修得状況［教務部］ 
・休学・退学・除籍率［教務部］ 
・留学状況［国際交流センター］ 
・課外活動状況［学生部］ 
・満足度調査［学生部］ 
・図書館利用状況［図書館］ 
・保護者意向調査［学長室］ 
・出身校意向調査［入試広報センター］ 

・学位取得状況［教務部］ 
・卒業時アンケート［学長室］ 
・卒業生アンケート［学長室］ 
・進路状況［キャリアセンター］ 
・就職先アンケート［キャリアセンター］ 

教
育
課
程
レ
ベ
ル 

・入学試験［入試広報センター］ 
・調査書等の記載内容［入試広報センター］ 
・面接、志願理由書等［入試広報センター］ 
・新入生に対する意識調査［入試広報センター］ 

・外国語分野自己評価（ルーブリック）［教務部］ 
・入学前教育取組み状況［教務部］ 
・SPI 模擬試験［教務部］ 

・GPA［教務部］ 
・成績状況および単位修得状況［教務部］ 
・TOEIC/HSK/日本語能力試験成績［教務部］ 
・DP 達成状況調査（3 年次初め、ルーブリッ

ク）［学長室］ 
・外国語分野自己評価（毎学期初め、ルーブリ

ック）［教務部］ 
・学修ポートフォリオ［教務部］ 
・SPI 模擬試験（3 年次初め）［教務部］ 

・単位修得状況［教務部］ 
・卒業論文・卒業研究［教務部］ 
・DP 達成状況調査（ルーブリック）［学長室］ 
・卒業時アンケート［学長室］ 
・卒業生アンケート［総務部］ 
・進路状況［キャリアセンター］ 
・資格取得状況［キャリアセンター］ 
・TOEIC/HSK/日本語能力試験成績［教務部］ 
・外国語分野自己評価（ルーブリック）［教務部］ 
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科
目
レ
ベ
ル 

・プレイスメントテスト（英語）［教務部］ ・成績評価［教務部］ 
・出席状況［教務部］ 
・授業調査アンケート［FD］ 
・学修ポートフォリオ［教務部］ 

 

 
 

B. 個々の授業科目におけるアセスメントの方針 
1. 個々の授業科目の成績評価は、愛知文教大学人文学部履修規程第 4 章「試験、成績評価および単位の修得」の規定に則り、公正かつ厳格に行います。 
2. 6 段階評価で成績評価を行なう科目の成績評価基準は、以下のように運用します。 

合否 評価 成績評価基準 GP* 評価内容 

合格 

S 100～90 点 4 学習目標に到達し、特に優れた成果を収めた 
A 89～80 点 3 学習目標に到達し、優れた成果を収めた 
B 79～70 点 2 学習目標におおむねに到達し、標準的な成果を収めた 
C 69～60 点 1 学習目標に到達する最低限の成果を収めた 

不合格 
D 59～40 点 0 学習目標に到達しておらず、不合格だが再試験受験可 
E 39～0 点 0 学習目標に到達しておらず、不合格で再試験受験不可 

未受験 X  0 定期試験未受験のため成績評価対象外 
   * GP: GPA 算出に用いるグレードポイント（Grade Point）  

 
3. 個々の授業科目の成績評価方法・基準はシラバスに明記し、ルーブリック等を用いて可視化に努めます。 
4. 同一の必修・選択科目が複数クラス開講される場合、全クラス統一の成績評価方法・基準を取り入れます。 
 


